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 大口高校は，進学実績向上のための鹿児島県の取り組みとして「進学指導重点支援校」に指定されました。また，

伊佐市による支援策として「大学進学奨励金交付事業及び進学指導連携事業」が今年度から実施されます。上位者

を伸ばし，基礎力を育成する「全方位の進路指導」にこれまで以上に取り組んでいきます。大口高校は大きく生ま

れ変わります。進路実現を成功させるなら大口高校です！「夢実現」を全職員でサポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お知らせ‥‥‥大口高校の指定校（上級学校からの指定により大口高校生の進学が有利な学校のことです） 

 

大口高校は大きく生まれ変わります！伊佐市緊急支援策決定 

 

マナトレによる基礎力の育成 

小中学校でつまずいた学習分野

も「学び直し」で克服できます！ 

現在行っている取り組み 新しく開始される取り組み 進路実現 

朝課外・土曜課外 

基礎学力の定着や，より深い内容

を学習することで高い学力を養

います。（全学年） 

習熟度別学級・習熟度別授業 

生徒一人一人の能力に応じた指

導を行うために，習熟度別・少人

数指導を行います。（全学年） 

個別指導 

苦手な科目の克服や大学個別試

験で必要な科目の学力向上を目

指して個に応じた指導を行いま

す。（全学年） 

大学進学奨励金交付事業 

大口高校卒業後，一定レベル以上

の大学に合格した者に奨励金を交

付します。 

（下記は例） 

国公立大学（東大・九大等）100 万円 

国公立大学（上記以外）   30 万円 

※私立大学は国公立大学に準ずる。 

進学指導連携事業 

北九州予備校と連携し，大口高校

で「特別講義」を実施します。予

備校による「特別講義」導入は鹿

児島県の公立高校では初めてで

す。一流講師の「特別講義」で勉

強意欲はさらに高まります。（数

学・英語を中心に９０分×２コマ。

毎月１回実施） 

進学指導支援プログラム 

大口高校に進学指導アドバイザー

が派遣されます。本校の課題の分

析や診断・提言等をしてもらい，

それを基に今後予定されている

「達成度テスト」を見据えた先進

的取り組みを実施していきます。 

進路実現のために，他にも様々な

取り組みを実施しています。 

・文理選択の実施（２学年から） 

・対外模擬試験や小論文指導の実施 

・夏トライグレードアップゼミ等参加 

・大学等出張講義や各種講演会の実施 

・英検など各種検定の実施 

全 

方 

位 

の 

進 

路 

指 

導 

体 

制 

平成 26 年度  大学：85 校 308 人 短大：33 校 87 人 専門学校：86 校 253 人 合計 204 校 648 人 
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 高校ラグビーの聖地である「花園」を目指す全国高校

ラグビー県予選準々決勝で，加治木工業高校を下し，５

年連続の準決勝進出を決めました。準決勝では鹿児島実

業に敗れましたが，最後まで全員攻撃・全員守備を貫き

全力で試合に臨む姿に胸を打たれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国高校ラグビー県予選 第３位！ 

 

全国高校ラグビー県予選 第３位！ 

地域に学び，地域に貢献する大口高校生 

10/5 さいなら曾木大橋ウォーキング 11/2 伊佐新米祭り 

 大口高校では，学校の中での授業だけでなく，地域

での様々な行事や活動に参加することで，地域の良さ 
                           を知り，地域の活性化を目指して頑張っています。 

 

進路への意識を！（大学等出張講義） 

 １１月７日（金）に，県内外９ヶ所の大学・短期大

学の先生方に来校していただき，分野ごとに講義をし

ていただきました。オリンピック大会の開催費やその

財源確保の仕方等，スポーツに関連した経済学や，商

品パッケージ等 

を用いたカラー 

コーディネート 

の基本など，普 

段の授業では体 

験できない講義 

を集中して聞い 

ていました。 

この大学等出張 

講義が進路につ 

いて考えるきっ 

かけになったの 

ではないでしょ 

うか。 

 

心理学の講義（九州産業大学） 

生活科学の講義（鹿児島県立短期大学） 

10/26 大口酒造焼酎祭り 

「さいなら曾木大橋ウォーキング」では、大学院生との交流を通して、 
事前学習、清掃活動、ボランティア、事後学習等が行われました！ 


